
終章 結論および今後の課題

終-1本 論 文 の 総括 お よび 結 論

(1)本 論 文の総括

以上本論文では、序章で本研 究の意義お よび論文の構成 を示 した後に、第1章 で 「我が

国の観光 レク リエー シ ヨンを巡る状況」 を、総論的にと りまとめた。 具体的には我が国の

ライフス タイルの実情お よび、ライ フスタイル における余暇の位置づけについて考察を行

い、多様 な観光 レク リエーシ ョンを考慮 した場合に森林管理面か らどのよ うなことに配慮

すべきであるか問題点 を整理 した。

その結果 、我が国の観光 レクリエーシ ョンを巡る現状は、

①我 が国では国民の生活 の力点が、 レジャー ・余暇生活へ とはっき り移 っていること。た

だし、労働時間の偏 りのため、世代間 ・男女間の格差は未 だ解消 され ていない点 も留意 し

なが ら将来に向けた計画を立てる必要があること。

②生活の力点が置かれ るレジャー ・余暇生活 の中でも、野外活動 に対す る潜在的欲求 が高

い とい う傾 向が出ているが、直接森林 とふれ あ う活動や欧米型 の森林 レク リエーシ ョン活

動のすべてが、必ず しも我が国に定着 しているか とい うと若干疑問が残 ること。

③我 が国は人生80年 時代 に入ってお り、このよ うな社会 は世界のどこも経験 していない状

況であ り、そのよ うな社会におけるレジャー ・余暇生活 の計画も確立 していない と言 うこ

と。

④勤労世代 において も余暇時間が確実に増加 しているため、 このよ うな世代 に対す る成人

層へ の 日常的な余暇空間の提供 も重要であること。

な どに、ま とめ られた。

また、第1章 の後半では、我が国で行われ る観光 レク リエーシ ョンの動向を、既存の統

計資料 をもとに とりま とめた。そ して、森林 との関わ りか ら、我が国で行 われ る観光 レク

リエーシ ョン活動の トレン ド分析 を行 った。

そ して、森林 に関わる観 光 レク リエーシ ョンに関わる既 存統計 を、モ ン トリオールプロ

セスの基準 と指標 にあわせ る形で と りま とめ、考察 を行 った。その結果 、「農林業セ ンサ

ス」や 「森林 の多面的機能調査 森林 ・施設状況調査」な ど複数の既存統計資料 が存在 し、

「観光 レク リエー シ ョンに関わ る 「森林面積 」や 「施設」、 「利用者数」な どの現状 をあ

る程度把握することが可能であった。

しか しなが ら、 「森林面積」を除 くデータの信頼性 は必ず しも高い とはいえない状況 に

あることが明 らかになった。 また、本論で検討 している幅広 い観 光 レク リエーシ ョン活動

を考慮 した統計 とい うよ りは、直接森林を利用す るような狭義の 「森林観光 レク リエーシ

ョン」に関わる統計 が主体的であった。

以上、総括す ると、我が国に現存す る森林に関係 した観光 レクリエーシ ョンの統計は、

必ず しも少な くはないのであるが、本論文で検討 しようとしている 「観光 レク リエーシ ョ

ンのための森林管理」 を考えるための指針 として利用す るには、必ず しも十分 とは言 い難

い状況 にあった。加 えて、十分ではない統計情報 に加 えて、観光 レク リエーシ ョンはかく

あるべ き とい う国家 レベル の哲学 が確立 されていないため、我が国ではそれぞれの行政分



野が緊密 な連携 を持たないまま施策 を行な う状態が続 いてお り(大 井1991)、 国民の観光

レクリエーシ ョンの トレン ドを的確 に踏 まえた上で、将来の森林像 を計画す る体系が、現

在の我が国では確立 されているとは言い難い状況 といえた。

我 が国では、2001(平 成13)年 の森林 ・林業基本法 の制定及 び森林法の改正 によって、

従来の木材生産中心 か ら、多面的機 能を効果的 に発揮す るための森林管理へ と方針が転換

され た(林 野庁2002)。 そ して、森林の多面的機 能を効果的に発揮 させ るため、個々の機

能について個別に明確な根拠 を示 した上で森林管理 を行 う必要がある。多面的機能の1つ

に位置づけ られている観 光 レク リエーシ ョン機能についてもこの状況が当てはまる。つま

り、観光 レク リエー シ ョン機能 を適正に発揮 させるための森林管理の方向性について明確

な根拠 を整 える必要がある。そのための一環 として、我 が国にお ける観光 レク リエーシ ョ

ンの トレン ドを客観的に分析 し、その成果を現実の森林管理へ効果的 に反映 させ るしくみ

を整 えるための考察 を行 った。

そ して、現在我が国では、観光 レクリエー シ ョン と森林 との関わ りを継続 的に調査 して

いる事例 がい くつか散見できない ことはない。例 えば、旧総理府は、過去1年 間に森や山

な どに入 った経験な どを尋ね る世論調査 を、1976(昭 和51)年 以降ほぼ5年 ごとに調査 し

ていた(総 理府 内閣総理大臣官房広報 室1996)。 しか し、 この調査 は抽象的な設 問が多

いため、調査結果 をもとに、多様な活動内容か ら構成 され る観光 レク リエーシ ョン活動に

対す る森林管理 の方向性 を具体的に導 くことは難 しかった。

また、10年 ごとに公表 され る世界農林業セ ンサスでは、1990(平 成2)年 版か ら観光 レ

クリエー シ ョン等に供 され る森林の面積や、森林 に関係 の深 い観光 レク リエー シ ョン施設

の数 などを統計 の対象 とし始 めた(田 中1997)。 そ して、その統計を用 いた分析 が、既 に

い くつか行 われていた(餅 田1992、 林2001)。 しか しなが ら、センサス統計は時系列的な

蓄積が未だ十分 でないため、大半は トレン ド分析を行 うまでには至っていないのが現状で、

林野施策 に関係 して社会的 問題 として採 りあげ られた事象 を時系列的に整理 してセ ンサス

の結果 と対応 させた事例 が見 られ る程度であった(土 屋2002)。 また、セ ンサス統計の対

象 となった項 目数は、上述の旧総理府の調査 と同様 に、幅広い観光 レク リエーシ ョンの全

体像を理解するためには十分である とは言い難 い点が指摘 できた。翻って、我が国におけ

るこの様な状況 とは対照的に、余暇活動 を充実 させ るための トレン ド研究 は、欧米のいく

つかの国ではかねてよ り盛 んに行われてい るこ とを指摘 した。

我が国で も、将来的 には、欧米 の様に個別 の観 光 レクリエーシ ョン活動や、地域の 自然

的 ・社会的特性 ごとに トレン ドを調査 ・分析 し、その結果 を踏まえて将来の森林計画のあ

り方について検討を行 う必要がある と考 えられ るが、その様な トレン ド研究 自体の蓄積が

皆無に近 く、第3章 で述べた とお り、オー トキャンプを対象 とした トレン ド分析(Ito1994)

な どの研 究事例がか ろ うじて見 られ るのみであった。そのため、我 が国 の観光 レクリエー

シ ョンの トレン ドを見据 えて森林管理 を考察す るにあたっては、まず はその先駆 けとなる

研究を開始す るよりしかたがないと考えられた。

そのため さらに、 レジャー 白書 を用い、観光 レク リエー シ ョン活動 の トレン ドを森林管

理の観点か ら総論的 に考察 した結果、①森林利用 のタイプ と余暇活動 の トレン ド類型 との

関係 お よび②森林利用 のタイ プ と活動への平均参加率 と間の関係 は非常 に多様で あるこ

と、そ して③余暇活動の トレン ド類型 との平均参加率 との間には一定の関係が一部示唆 さ



れる ものの全般的には非常に多様であることな どが明らかになった。

以上、森林管理上留意すべ き観光 レク リエー シ ョンを活動別に とらえ、その トレン ドを

分析す る と、非常に多様 であるとい うことが定量的 に示 された。 したがって、今後森林の

多面的機 能を効果的に発揮 させ るために観光 レク リエーシ ョン活動 を考慮す るにあたって

は、この多様な関係 を前提 に踏 まえなが ら、観 光 レク リエーシ ョンの トレン ドを個別継続

的に分析する必要があると判断 された。

しか しなが ら、現行の森林計画制度な どでは、この様 な多様 な我が国の観光 レクリエー

シ ョン活動 の現状 をきめ細か く念頭 に置いて森林管理を行 うような体 系になっていない と

考え られ た。 この状況を改善 してい くためには、我が国の観光 レク リエーシ ョンの トレン

ドを個別継続的に分析 した結果 を用いて、観 光 レク リエーシ ョンのために よりきめの細か

い森林管理体系を確立 し、実際の森林計画へ反映 させ る仕組み を確立す る必要が、将来的

にあると結論づけ られた。

続いて、第2章 で、我が国の観光 レク リエー シ ョンに関わる森林管理について国土利用

計画の中における特徴 を整理す るとともに、明治期以降の行政施策 の特徴 を時系列的に と

りま とめ、我 が国の森林計画管理 における観光 レクリエーシ ョンの実態や知見について考

察を行 った。

その結果、明治維新 により近代的森林管理 が幕開け、大正期 に保護林 の誕生な ど観光 レ

ク リエー ション施策 が安定をみせて、昭和戦前期には観光 レクリエーシ ョンの絶頂期 を見

せたものの第二次世界大戦による中断 を余儀な くされたこ と。そ して、戦後になって、19

40年 代半ばか ら1950年 代後半にかけては林政その ものの復興にあて られたため、森林観 光

レク リエーシ ョン行政の胎動が見 られたのは、終戦か らしば らく間をおいた1950年 代後半

か ら1960年 代半ばにかけてであったこと。 さらに、1960年 代半ばか ら後半にかけて、国有

林を中心に、総合的な森林観 光 レクリエー シ ョン施策の基盤が整備 されていき、1970年 代

か ら1980年 代半ばにかけては、国有林、民有林を問わず に森林観 光 レク リエー シ ョン施策

の展開が見 られ るよ うになったこと。そ して、1980年 代後半からは、バブル期にお ける民

間主導の開発型 の施策、不況期 にお ける非開発型の施策 と様相 を変化 させ なが らも、森林

観光 レク リエー シ ョン施策 の著 しい多様化 が行 われ るよ うになった こ とが明 らかになっ

た。

しか し、林野施策全般の中における観光 レク リエーシ ョン施策 は、明治期後半には、既

に林野施策 としては、木材 生産の副次的位 置づ けに定められた感 があ り、戦後 も1964(昭

和39)年 の 「林業基本法」の制定に見 られる とお り、木材生産を中心 とした林野施策 シス

テムが完成 し、制度 的には木材生産型 を中心に添 えた林野行政が行われた現実は否定でき

なかった。

ただ し、その間一貫 して、一般国民の森林 を活用 した観光 レク リエーシ ョンの気運は高

く、明治期か ら始まったアル ピニズムやスキー、植物採集な どが広 く浸透 したため、林野

庁 としては、外圧的 な要因か ら観光 レク リエー ションに配慮 した施策 を行わなくてはなら

ない状況が生 じた と考 えられた。

林野の内発的な動 向としては、明治期の保安林制定や大正期 の保護林の制定な ど、独 自



に観 光 レク リエー ションのために森林 管理施策 を展開 した場合 もあるが、昭和の国立公園

制度や、1966(昭 和41)年 の科学技術庁による勧告、1987(昭 和62)年 の リゾー ト法な ど、

他省庁 に端 を発す る観光 レク リエーシ ョンの動 向に対応する形での施策の展開が比較的多

く、地域全体 を考慮 した観光 レク リエー シ ョン施策、あるいはラン ドスケープ構造を考慮

した施策の展開 になっているとは言い難かった。つま り、計画性 を高 く意識 して内発的 に

施策 が行 われてい ると言 うよ りは、む しろ外圧 に基づ く対応型の施策 スタイルが多い とい

う状況が、20世 紀いっぱい続いたと考 えたほ うが 自然である と考えられ た。

第3章 では、我が国の観光 レク リエーシ ョンに関わる森林管理 について研 究面か ら時系

列的 にと りま とめ、我が国の森林計画管理 にお ける観光 レク リエーシ ョンの実態や知見に

ついて考察 を行った。

その結果 、終戦か ら1960年 代前半にかけては、散発的に しか行われ なかった観 光 レク リ

エー シ ョンに関する研究は、1960年 代後半の 自然休養林 に関わる研究 を皮切 りにま とまっ

て行われ るよ うになった といえることを明 らかに した。つ ま り、我が国の林学分野におけ

る戦後の観光 レク リエーシ ョンに関わ る森林管理 の研 究は、現実 に行 われた林野施策に対

す る対応型研究をきっかけにまとまって行 われ るよ うになった と考え られる。

この ような施策対応型 の研究は、保健保安林の配備基本計画 を行い、その積極 的利用 と

造成 を検討す るために1970年 代初期 に開始 され た森林 の保健保全機能 に関わる多面的機能

の研究や、1970年 代半ばには各地で県民の森な どが設定され始 めた ことに対応 して開始 さ

れた県民の森や森林公 園な どの運営管理 に関わる研究、1980年 代に入 り観光 レク リエー シ

ョンに関わ る林野施策 が多様化 しことに対応 して開始 された森林観光 レク リエーシ ョンに

関わ る林野施策 に関す る研究、1980年 代後半か ら1990年 代のバブル景気か らその後のバブ

ル崩壊か けての各種 リゾー ト施策 に対応 して行 われ るよ うになった リゾー トブー ム下の森

林観 光 レク リエーシ ョンに関す る研 究な どが見 られ る。 このよ うな状況を考察す ると、我

が国にお ける施策対応型の観光 レク リエーシ ョンに関わ る森林管理の研究 はお しなべ て施

策後追い型の研究を余儀な くされてきたと考え られ る。そのため、今後の研 究においては、

施策提案型 の研究を、如何 に進めるのかが重要 な課題である と考え られ た。

また、1960年 代の後半には既 に山村地域 の総合的観光 レク リエーシ ョンに関す る研究が

開始 されて、単 に森林のみを研究対象 とす るのではなく、森林、山岳、湖沼な どを総括的

にとらえた山村 を研究対象 にとり、そこで展 開され る観光諸現象 を調査研究す る必要性が

主張 されていた。つ ま り、木材生産や林地のみ に縛 られない形での、山村にお ける産業 と

しての観 光 レク リエーシ ョンの重要性 は、既 にこの時期か ら唱えられ ていたことが分かる。

しか し、 この類の研究はその後散発的 に行 われてはい るものの、いずれ も指摘の レベルに

とどまっていて、総合的 な観 光 レク リエーシ ョンを現実に展開す るための森林管理 に関す

る具体的な研究を踏み出す研 究まで昇華 してい るとはいえない状況にあった。

1970年 代初期 になると、森林の開発に ともない、観 光 レクリエーシ ョン資源 としての森

林 に対す る注 目が集まるよ うにな り、い くつかの研究が始め られた、その先駆けが都市地

域 ・都市住民の森林観光 レク リエー シ ョンに関わる研究である。 この研 究では、都市にお

ける緑の減少を踏まえて、都市住民の観光 レクリエーシ ョン林 に対す る意識や実際の利用



行動 な どについて調査 が行 われ、効果的な都市近郊 レク リエー シ ョン林のあ り方 が模 索 さ

れた。そ して1980年 代半ばには一時沈静化 を見せた ものの1980年 代後半のバブル景気によ

る乱開発 を背景 に再び、 この類の研究が脚光を浴び るよ うになっていった。また、1980年

代に入 る と、 さらに 自然保護 に対す る世論が高まったことをうけて、都 市域に限 らず、全

般的な自然地域の保全 と森林観 光 レク リエーシ ョンとの関係 を考察 した 自然の保全 と森林

観 光 レク リエー シ ョンに関わ る研究へ と研究が展開 していった。

また、戦前か ら行 われていた森林の風致施業 に関す る研究が、ま とまった形 で行われ る

ようになったのも1970年 の初期 か らである。風致施業 の研究は、当初は風致の維持を 目的

とした森林にお ける更新や植栽な どの実施結果 を考察 した研究が主流であったが、1980年

代の前半には、観光 レクリエーシ ョンのための林床植生のあ り方に対 して活発 な論議 が展

開 され始めた。そ して、1990年 代に入 る と、風致施業 に関わる研究は、純粋な植物の管理

論に加 えて、人間の森林利用 とい う点を考慮 した上での論議へ と変革を遂げていった。

1970年 代の半ばか らは、観光 レク リエーシ ョン林 の中に存在す る人工物、つ ま り森林観

光 レク リエー シ ョン地域 の施設や備 品に関わる研究 に目が向け られ るよ うになってきた。

研究対象 として挙げ られ たのは、当初 はくず入れや解説版 、擬木 などの小施設 であったが

1980年 前後か らは、観光 レクリエー シ ョン林 に関わる道、つま りサイク リング道や アク

セス道におけるサイ ン、林道、遊歩道 などの研 究や 、建築物施設 に関す る研究 も見 られ る

ようになっていった。

同 じく1970年 代 の半ばには、観光 レクリエーシ ョン機能の地理的解析 ・地帯区分 な どに

関わ る研究が行 われ始めた。地理的解析 ・地帯区分 に関わ る研究は、1970年 代の半 ばには

公益的機能 の一環 として研究を行われ る場面が多かったが、1980年 代 に入 り、森林公園な

ど、具体的 な観 光 レクリエーシ ョン林 を対象 とした森林 の地帯区分へ と研究 のテーマが移

っていった。そ して、1980年 代の後半 にはいると、今度 は再び観光 レク リエー ションに特

化 した形 での広域スケールの地理的解析 が展開 され るようになっていった と考 えられ る。

しか しなが ら、その ような研究の推移はあった ものの、現実の森林計画に適用 させ ること

を意識 した研 究をあま り見ることがで きなかったことも事実である。

さらに、1970年 代半ばに、特に活発 となってきた議論が、観光 レク リエーシ ョンを通 じ

た地域活性化に関わ る研究である。 この類の研 究は、宮林をは じめ とする東京農業大学の

林政学を専攻す る研究 グループを中心に積極的な研究が行われてきた。 この研究では、森

林の厚生的機能 の評価 とは、森林 における観 光 レクリエーシ ョンの生産性 を可能な限 り定

量化 し、活動を経済評価す ることであ るとし、それによ り木材 生産利用 とは違 う 「厚生林

業」 とい う新 たなカテ ゴ リー を確立すべ きであるとい う理念か ら開始 されている。 そ して

内発的発展や地域主義の思想な ど念頭 に、各地で経済的、社会的 に無理のない地域活性化

のあ り方 に関す る検討が多数行 われている。

なお、観 光 レクリエーシ ョンに関わる地域活性化の研 究は、1980年 代の後半頃には上述

の リゾー トブーム下の森林観 光 レク リエーシ ョンに関する研究へ と関心が集 中 した。 しか

し、1990年 代 の初めにバ ブル経済の雲行 きが怪 しくなった頃か ら、地域活性化そのものの

議論が再び見 られるよ うになった。 この時代 も、東京農業大学 の研究 グループを筆頭 に、

内発的な地域活性化の議論や 、森林総合利用の議論、過疎化対策 として観光 レク リエーシ

ョンのあ り方、都市 山村交流の検討 な ど多彩な議論 が見 られた。 このよ うに、 この分野の



研究は、現在において も非常に盛んであ り、今後の林野施策 としても非常 に注 目されてい

る。ただ、我が国の観光 レク リエーションのための森林管理 の研 究の全体像か ら考 えると、

この類 の研 究が突出 してお くなっているため、序章か ら再三述べてい る多様な観光 レクリ

エーシ ョン活動 を念頭 においた研究がやや手薄 になってい るとい う副作用の存在 も否めな

い。

1980年 代に行われ るよ うになった研究 としては、まず森林観光 レク リエーシ ョンに関わ

る海外調 査研究が挙げ られ る。 この類の研究 については、既 に1953(昭 和28)年 に中村 の

研 究が見 られ るな ど起源は古いが、ま とまった研究成果が見 られ るよ うになったのは、 日

本の経済が安定 し、海外調査が比較的手軽に行 えるようになった この時期であ り、対象地

もアジア、 ヨー ロッパ、北米な ど多様化 し、 日米や 日韓な どの国際比較研 究 も見 られ るよ

うになった。

そ して、1980年 代 には、森林観光 レク リエー シ ョン地の利用者 に関す る研究 が主体的に

行われ るよ うになった。それ以前 にも、 自然休養林 の研究や都 市地域の森林観光 レク リエ

ーシ ョンの研究に関連 して
、利用者 の研究が行われ た事例 は少な くないが、 この時期 にな

って、利用者 に対す る研 究そのものが研究のメインテーマ となった。 この類 の研究は、そ

の後、1990年 代に入 りパー ソナル コン ピュー ターの普及お よび高速化が急速 に進んだため

に、それまで簡単に行えなかった定量的な森林空間に対す る心理的、生理的な調査研究へ

と発展 した。また、利用 に関す る個別具体的な研究 を行 うために、登山、オー トキャンプ、

渓流釣 り、キノコ採 りな どの森林に関わ る観光 レク リエー シ ョン種 目に関する個別的研究

が行 われ始めた。 そ して、1990年 代の後半には、観光 レク リエー シ ョン的側面か ら、森林

の療養お よびユニバーサルデザイ ンに関す る研 究が行われ るようになった。 さらに付 け加

える と、1990年 代 には、利用者の側面か らの研 究だけではなく、森林の所有者 ・管理者 ・

地域住民な どか らみた観光 レク リエー シ ョンに関す る研究が行われ始めた ことも注 目に値

する。

また、森林観光 レクリエーシ ョン地や施策の歴史的発展過程 に関す る研究が行われ るよ

うになったのも1980年 代 である。 この研 究には、交通資本 による観光開発 の展開過程、 日

光地域の野外 レク リエー シ ョン利用の変遷 に関す る研 究、近世 ・明治期にお ける温泉地の

空間構造に着 目した研究 など、即地的な研究が見 られる一方で、国有林の観光 レク リエー

シ ョン事業 の展開過程な ど、施策の歴史を取 りま とめた研究や、韓国と日本 における2国

間比較を通 じて、森林観光 レク リエーシ ョンの制度的な変遷 の考察を行った研 究などが見

られ る。 ただ し施策の研究については、我が国の全体像 を把握 しながら包括的に行われた

既存研究が見 られなかったため、改 めてその展開を整理、考察 し直 した ことは、本論の第

2章 で述べた とお りである。

さらに、1980年 代の後半に入 り、多変量解析や地理的解析技法などコンピュー ターの発

達 に伴い、森林 の持つ観光 レク リエーシ ョン機能の評価に関す る研究が複数行 われ るよう

になった。 この研究では、京都市の都 市近郊林 を対象 にした25mの メッシュ評価や、岐阜

県揖斐川流域 をケーススタデ ィエ リア とした500mメ ッシュ評価 な ど、メ ッシュ解析 によ

る地理的評価を中心 として多数の研究事例が見 られ る。 しか しなが ら、第6章 で指摘す る

とお り、これ らの研究の多 くが現実の森林計画制度 な ど、現実の制度 を念頭 において行わ



れた研究ではないため、研 究間の相互検討や計画論へ向けての現実的な提言な どが必ず し

も行 われていない状況 にあると考 えられた。 またこの研究 と関連 した動向 としては、1990

年代 か ら公益的機能 としての森林観 光 レク リエーシ ョン機能の経済評価研究が行 われてい

る。 この研 究 も、森林観光 レク リエーシ ョンの貨幣評価手法や トラベル コス ト法(旅 行費

用法)、 森林 資源勘 定、仮想評価法(CVM)な ど様 々な手法 が提案 されてお り、現在 もその

研究が進め られてお り、例 えば最近では林野庁計画課(2001)が 森林の公益的機能 の貨幣評

価につ を行 ってい る。

以上、第3章 では研究の動向を総括 してきたが、今後の研究の展開を考 えるに当たって

は、例 えば、 日本学術会議(2001)が 、 「地球環境 ・人間生活に関わる農業お よび森林 の多

面的機能 の評価についての答申」で示 した とお り、農業 ・森林の生産 ・管理活動が持つ食

料 ・木材供給等の生産以外 の機能、す なわち国土 ・自然環境の保全ややす らぎ空間の提供

といった多面的機能 に関 して、国内 ・国際社会が正 しい理解 をし、社会的認知 を得るため

に、特にその定量的評価 を含めた今後の調査研究の展開方 向に関 して、幅広い見地か ら総

合的 に検討す ることが、今後ますます重要にな ると考 えられ るため、 より効果的な観光 レ

クリエーシ ョンに関わる森林管理の研究を、今後 さらに展開 してい く必要性 があると考 え

られた。

第4章 では、具体的な調査研究事例 として、県内に6箇 所ある千葉県民の森 を対象 に行

った管理実態調査、アンケー ト調査の結果 をと りま とめた。

そ してその結果、まず初めに、清和 ・内浦山 ・大多喜の3県 民の森の比較調査課か ら、

管理 してい る森林の状況が類似 していれば、県民の森の面積が広 くなるにつれて、 ビジタ

ー管理に割かれる労力が大 きくな り、清和県民の森では大半の労力が ビジター管理 に割か

れ る実態が明 らかになった。 また生物管理 に投入 される人的労力は、ま とめて投入 される

とい う傾 向が明 らかになった。また、労力が一時に投入 される といって も、特定の期間に

集 中す る傾向があるとは言い切れず、 ビジター管理な どと比較す ると、作業の優先順位 が

低い傾 向が見 られた。 さらに、各観光 レク リエー シ ョン施設 ご とに行なわれ る生物管理 の

内容を整理 した結果、作業内容は観光 レク リエー シ ョン施設 の特徴 に依存 しない 日常的な

管理作業が主で、施設 を特定 して行なわれ るものは造園的管理が多かった。以上をもとに

検討 した結果、現在 の管理作業内容には、積極的 に森林の利用ポテンシャル を高めるため

の作業がほ とん どないことが分かった。そ して、その様な作業を増加 させ ることが、将来

の望ま しい観光 レク リエーシ ョン林施業 の方 向性であると考 えられた。 ただ し、管理作業

の内容 については、県民の森の運営 目的や利用形態の違いで大き く変動す ることも、館 山

野鳥の森 ・船橋県民の森における調査 の結果 か ら明 らかになった。

そ して、県民の森 の管理作業の うち、生物管理に着 目し、既存 の観 光 レク リエーシ ョン

林の管理実態 に関す る情報が考察 した ところ、①木本管理 と草本管理 の割合 はほぼ同程度

行われてお り、動物 に対す る管理はほ とん ど見 られ なかったこと、②森林管理 と造園的管

理 との割合はほぼ1:2に 割合であったこと、③毎年行われ るよ うなルーテ ィー ンワー ク

が4分 の3を 占めること、④管理の 目的は、生物の維持保全、景観 、 ビジター対応がそれ

ぞれ1:1:1の 割合であること、⑤作業後 の環境変化 については、維持 作業 がほぼ3分

の2を 占めることな どが明 らかになった。



さらに、管理者 に対する意識調査を行った結果では、生物管理作業は、①すべての県民

の森で現在 の優先度の値よ りも現在 の不足度 の値のほ うが上回っていた こと、②現在 の生

物管理作業の優先度の値 よ りも、将来の生物管理作業の優先度 の値 のほ うが高い、つ ま り

観光 レク リエーシ ョン林 として県民の森の環境 を向上 させ るためには、生物管理作業 を現

状 よ りも積極的に推進 しなければな らない とい う意識が管理者 にあること、③生物管理作

業は、 ビジター管理作業 よ りも現在の管理作業の優先度が低 く、逆に不足度が軒並み高い

とい う結果 になった。以前行 った作業 日誌 を用いた管理作業の定量的 な解析結果か らも、

ビジター管理作業な どに押 されて生物管理作業の相対的な作業量が減少す るとい う結果が

み られ たが、今回の結果 はその傾向が管理者 の意識の面か らも裏づけ られ たこと、④来訪

者が多数訪れる施設 に対する生物管理作業が優先 される傾 向があ ることな どが明 らかにな

った。そ して、大面積 の県民の森 ほど、建物の周辺や広場な どの来訪者の 目につきやすい

ところを重点的に整備 しようとす る意 向があ り、小面積の県民の森 ほ ど、それ以外の施設

も含 め、全体的 に満遍 なく整備 しよ うとす る傾 向がみ られた。

そ して、第5章 で得 られ た以上の結果 をもとに、流域スケールの森林管理 を考えると、

面積的な制約条件か ら、流域スケール では、 よ り生物管理 に手が回 らない状況が想定でき

ため、流域全体の森林について以下に優先順位 を持って、整備 の方向性 をはっき りと示 し

た、向上的な作業を、如何 に効果的に行 うか とい うことが重要な課題 になって くると考 え

られた。

実際に既存研究に当たってみ ると、例えば茨城 県における県独 自の施策 「平地林保全対

策事業」で平地林 の保全 を積極的に行 っているものの、保全が行 える平地林の割合は全平

地林 の数%に すぎないことを明 らかに したや研究や(柳 幸2000)、 同 じ地域 における粗朶

組合の活動実態を調査 した結果、管理可能 な面積 は全平地林の1%に 満たない割合で ある

とした研 究(穴 見 ・香川2002)な ど、計画対象森林 を満遍 な く計画的 に観光 レクリエーシ

ョン管理 を行 うには難 しい実態が明 らかにされてお り、また、森林 ボランティアが労働力

ではない ことも過去の研究によ り明 らかにされていた(山 本2000)。

最後 に、第5章 では、現代の森林計画体系の中に、観光 レク リエー シ ョンのための森林

管理 を どのよ うに組み込んでい くべ きかについて考察を行った。特 に、森林管理 を行 うと

有効であると考 えられ る地域 をどの よ うに判 定 し、その判 定され た地域 の意味的要因や ラ

ン ドスケープ構造について考察 した。具体的には、まずは じめに、既 存の観光 レク リエー

シ ョンに関わる森林評価手法を概観 し、その問題点や展望を整理 した。 さらに、地域 に散

在す る観光 レク リエー シ ョン資源や施設の森林管理面か ら見た場合の重要度や管理が有効

な地理的範囲についてアンケー ト調査 を行った。続いて、その結果 を受 けて、森林管理上

留意すべ き観光 レク リエー ション地域の算定手法について、 旧笠間営林所管内における予

備的検討 を行 った。そ して、その結果 をふまえて、茨城県の霞ヶ浦地域森林計画区(都 市

近郊平地流域)お よび、八溝多賀森林計画 区(中 山間流域)の2つ の実際の森林計画 区に

対 して手法を適用 して考察 を行い、両者の比較 ・考察 を行 った。

その結果、は じめに、観光 レクリエーシ ョン資源 ・施設に対す る森林管理上の重要度が、

事例的ではあるが定量的 に示 された。また、 中山間地域では、その ウエイ トが従来の評価

基準 よ りも高い傾向が指摘できた。また、森林 管理上有効な範囲は、資源・ 施設 が点的か



線的 ・面的か とい う違いや、眺望的管理があるか否かで異なってくるものの、おおよそ3,

000m四 方で9割 近 く、5,000m四 方 でほぼ全 ての範囲がお さまっていることが事例的 に明

らかにされた。また、眺望管理は、既存文献(篠 原1982)か らすれば、森林施業による視

覚的管理 が有効である範囲は2,100～2,800m程 度である とされているため、森林管理 にあ

たっては、各資源 ・施設 を中心におお よそ3,000～5,000m四 方 を考慮すれ ば十分 であると

指摘できる。そのため、例えば5km四 方を考慮 した地理的な範囲設 定で、観光 レクリエー

シ ョン資源や施設の地理的評価を行 うと、おおむね順 当な解析が行 えると判断できた。

さらに、笠間地域 を対象に、森林 に関わる観光 レクリエーシ ョン資源及 び施設 のポテン

シャルを算 出 し、持続 可能な森林管理の方 向性 を検討す ることができた。 そ して、茨城県

の霞 ヶ浦地域森林計画区(都 市近郊平地流域)お よび、八溝多賀森林計画 区(中 山間流域)

の2つ の実際の森林計画区に対す る適用事例 により、本手法の有効性 を確認す ることがで

きた。

(2)結 論

以上の通 り、本論文において明 らかに したことを総括 した。そ して、 この地理的評価手

法の開発 によ り、これ まで森林計画の中で見過 ごされ がちであったあ らゆる種類 の観 光 レ

ク リエー シ ョン活動を、流域スケール、あるいは市町村スケールの森林計画の遡上に載せ

ることが可能にな り、それに関わる客観的裏づ けも一定の水準で確保できたと結論づけ ら

れ る。

なお、本研 究の成果 をま とめる と、図終-1の 様に表す ことができる。

終-2観 光 レ ク リエ ー シ ョン の た め の森 林 管 理 を め ぐ る課 題

本研究の課題 であった多様な観光 レク リエーシ ョン活動 を森林計画の遡上に載せ るため

の一連 の研 究については、本論 では、以上で一旦区切 りをつ けることにす る。 しか しなが

ら、本論の様 な手法を開発 しただけで、我が国の観光 レクリエーシ ョンのための森林管理

施策や研究が、すべ て順調 に行 われ るわけではない ことも事実である。

したがって、これ か ら先は、観光 レク リエーシ ョンのための森林管理 をめぐる今後留意

すべき課題 について言及 したい。

(1)観 光 レク リエー シ ョンのた めの森林 管理 を実現 させ るた めの森林計 画の方 向性

2000(平 成12)年 度末に、林業基本法や森林法の改正作業が行われ 、林野行政は大きな

変革 を遂げ ようとしている。 この流れ は、再三述べてきた とお り、1996(平 成8)年 度に

公表 された森林資源基本計画か ら、2000(平 成12)年 度に公表 された林政審議会報告(新

たな林政の展開方向)ま でを通 して一貫 してお り、提示 され る方針に沿 うように、森林計

画が今後大き く転換 していくこ とが想定 され る。

新 たな林政 あるいは森林計画の展 開方向 として、ここ数年間で林野庁か ら公表 され た答

申や計画には様々なことが書かれているが、特 に以下に述べ る3つ の点が、改 めての確認

の意味 も込 めて、 これか らの我が国にお ける森林管理 とい う面から、重要であると指摘 し

たい。



図終-1本 研究における成果のまとめ

a.公 益 的機 能重視 の森林 計画へ の対応

1つ 目は、 「公益的機能重視の森林計画への変化」 とい う点である。我 が国の森林の管

理は、1960年 代前後に起 こった石油革命や産業構造の変化 とともに、急激 に変化 していっ

た ことは、多 くの森林 関係者が指摘 しているところである。



燃料 として、あるいは有機肥料 としての森林 の資源的価値は、石油や化成肥料 等に置 き

換わ り、経済的 な森林利用は急激 に衰退 して しまった。物質的 あるいは産業的な資源利用

を基本に している従来の林政や森林計画では、 この様 な資源利用の急激な構造変化 に対応

しきれず 、結果 として森林環境の悪化に繋がったと考え られる。 そ して、それに合 わせ る

よ うに、観光 レクリエーシ ョンをは じめとす る森林が持つ公益的機能 さえも十分 に発揮 さ

れないよ うになって しまった。

森林 には、二次的 自然に依存 した豊かな生物相や、余暇的 な活用 の場、あるいは教育的

なポテンシャルな ど、多彩な公益的機能が潜在的に備わっているが、現在 は放置 されて林

床 がササで一面覆 われて しま うなど、これ らの公益的機能を十分 に享受す ることさえ困難

になっている。今後の森林計画 では、これ らの公益的機能 の復活 を行 うた めの施策の展開

が必須で あることは言 うまで もない。

b.地 方 分権 化 へ の流 れ

2つ 目は、 「地方分権化」 とい う点が挙げ られ る。その中で も特に市町村森林整備計画

の果 たす役割が、今後重要になると考 えられ る。本質的なことを考えてみれば自明である

が、人が絶 えず森林 との関係 を持 ち続けて管理を行 う結果 として、我が国の森林は森林 と

して持続的 に保 たれてい る。そ うい う行為が 日常的に行 われることで、森林 は存在 し続け

られ る。森林の保全のためには、森 と人間 との持続的なイ ンターアクシ ョンが不可欠であ

る。

しか しなが ら、上述の通 り、森林に対す る伝統的なつなが りが希薄になった現在 におい

て森林を維持す るためには、地域 ごとに新 しいスタイルで森林 との関係 を形成す ることが

必要である。 この関係の形成は、従来の上意 下達的な林業技術体系や、 自然科学 に基づい

た客観的な技術体系を中央政府 が検討 して地方 自治体 に指導する とい う形 では生 まれ難 い

と考え られる。む しろ、北海道か ら九州まで大 きく異な る我が国の風土や文化 に合わせ な

が ら、市町村 レベル にお ける関わ りを核に、新 しくローカルな関係の構築 を模索す ること

が必要になる。従 って市町村森林整備計画の果たす役割 は、今後ます ます大き くなってい

く。

そ して、市町村 スケールの森林計画 を活 かすために、地域森林計画や全国森林計画 が、

どのよ うなサポー トが出来るのかを考 える とな ど、計画 のボ トムア ップ的な発想 への転換

が重要になってこよ う。

以上、 これか らの森林計画は、地域 ごとに多彩 な森林 と人間 との関係 を明 らかに し、そ

の方向性 と既存 の客観的な技術体系の融合 を推進す る施策が求め られ るとともに、計画に

盛 り込むべ きローカ リテ ィと全国 レベル の客観 的な技術の整合性 をクロスチ ェックす るこ

とが出来 る施策が必要 となる。

c.計 画 策定へ の市 民参加 ・合意形 成プ ロセスの重視

3つ 目としては、「計画策定への市民参加 ・合意形成プ ロセ スの重視」 とい う点が挙 げ

られ る。

このことは、1992(平 成4)年 にブラジル で行われた地球サ ミッ ト以来、国際的な潮流



となっている。例 えば、モ ン トリオールプ ロセ スをは じめ とする持続 可能な森林管理 のた

めの基準指標の策定過程やモデルフォ レス トな どの動 きを見れ ば、地域 の森林 を どうすべ

きか とい う計画を立て る際 に、幅広 い関係者(ス テー クホルダー)の 参加の下に合意形成

を図ってい くことが国際的なスタンダー ドになっていることは間違いない。

我が国でも、1998(平 成10)年 か ら、森林計画の策定段階 において公告 ・縦覧制度が取 り

入れ られ るなど、この点 について前 向きに取 り組 んでいる姿勢 が伺える。 しか しなが ら、

現状の森林計画に書 き込む内容を見る と、 ごく普通 に生活 してい る市民 との接点 を持 ち う

る事項が少 ないため、せっか くつ くった参加制度 に対す る一般人の反応 は さほど高 くない。

例 えば、地域 の野外教育に森林を活用 したいと言 うことを住民が発案 した場合や、地域

の伝統文化 を維持す るために里山的な環境 を保全 したい と言 うこ とを計画書に書 き込みた

い場合、細か く計画事項 を検討すれ ば不可能ではないに して も、現状 では一般市民が計画

案にコメン トを提出できる程度のわか りやすいシステムになっている とは考え られ ない。

従って、地域の森林 と人 との関係が一般市民か らもコメン ト可能なよ うに、森林計画 に書

き込む事項 を再検討 し分か りやす くす る必要がある。

更にい うと、現在の森林計画は、森林法 における計画対象森林、いわゆ る5条 森林 を対

象 としている。そ して、それ以外の森林や緑地 との関係性は、計画書 を見ただけでは必ず

しも把握 し難い。 しか し、都市近郊の森林地帯では、5条 森林には含 まれ ない屋敷林や社

寺林、あるいは公園緑地な どと上手 に連携 をと りなが ら、 トータル として森林の公益的機

能を発揮 させ ることが現実的である。 また、森林 と農地や集落 との繋が りな ど、ラン ドス

ケープ レベル の総合的な土地利用 を考慮 に入れ た上で、改めて森林の果 たす役割 を明確 に

してい くことが問われて くると考 えられ る。 この様な ことを考えた場合、た とえ森林計画

で直接遡上に登 らない事項であるに しても、市町村森林整備計画書や地域森林計画書な ど

を閲覧 した場合 に、一般市民が計画対象外の森林や緑地 との関係 を把握 できるよ うな措置

を執る施策が今後必須になると考 えられ る。

(2)今 後の森林計 画への課題

以上、近年の林政 の変革 を念頭に置いて、森林管理の将来的な方向性 について検討 を行

ってみた。 それではその様な方 向に森林計画を向かわせ るためには、具体的 に何が重要に

なるのか を、以下に4点 指摘 しておきたい。

a『 資源 計画』 か ら 『空 間計画』 へ

1点 目は、 「『資源計画』 か ら 『空間計画』へ」 の計画パ ラダイムのシフ トが挙 げ られ

る。現在 の森林計画は、林木の成長 を中心 とした 「資源計画」の色を依然強 く残 している

感が否めない。林木の成長 を考慮 した計画 自体は、資源循環的 な林業 の推進や 、地球温暖

化を防止す るための炭素吸収源 として森林 が どの程度役割 を果 た しているのかを推 定する

ために、非常に重要な内容である。

しか し、現在 の様に多彩な公益的機能を対象 としなが ら森林の期待 を考慮 しなければな

らない時代 にお いては、現行の森林計画のままでは、 よほど森林に関心がある人間の 目し

かひかないことが容易に想像できる。その最大の理由が、現在の森林計画の中に空間計画



的発想 に立った要素が乏 しい点が挙 げられ る。つま り、人々の森林 に対す る欲求は 「この

場所の森林 をこの様に したい」 とい う空間計画的な発想 に基づいたものが多いのにもかか

わらず、現行 の森林計画は 「これ だけの量の ものが将来 これだけの量に変化する」 とい う

資源計画の枠 か ら抜け出ていないことにある。

これか らは、例 えば広 域 スケールでは、 どこに どのよ うな森林 があることで公益的機能

を効果的に享受で きるのか といった森林の配置論 をブラッシコア ップ させ てい く必要 があ

り、またサイ トスケール では人 間の活動や野生生物の生息などに適 した3次 元(あ るいは

時間軸 を加 えた4次 元)空 間の森林管理の方針 を加確立 していくことが重要 になってい く。

繰 り返す と、現在 の資源計画的な森林計画 に盛 り込 まれ ているだけの内容では、都市近

郊森林の管理の際に必要な情報 を十分 に把握 できない。 そのためには、一般市民が必要 と

感 じ、関心 ・興味を持つよ うな森林計画事項 の導入 が必要であ り、その際 には空間計画的

な発想が必須 になって くる。

もちろん、資源計画 自体 も、例えばバイオマス利用な どを進 めるために必要な事項が何

かをス コー ピングす るな どの、新たな視点が必要である。そ して、現在のモニタ リングシ

ステムな どを中心 とした 「資源計画」 をブ ラ ッシュア ップ させた中に、 「空間計画」のデ

ータを どうリンクさせ てい くのかが今後問われて くる
。

b地 域 の将来 像 を導 け る機 能評 価 の導入

森林空間の将来像 を明確 にするには、地域が森林に どの ような機能 を期待 してい るのか

を明 らかに した上で、森林 がその機能 を発揮 させ るためのポテ ンシャル を どの程度備 えて

いるのか把握す ることが重要である。

従来 、森林の機 能評価 は、例 えば林野庁通達 による評価方法(52林 計第532号 「森林の

機能別調査実施要領 の制定について)や 都道府県独 自の評価方法 に基づ き行われ ることが

通例であ る。 また、1996(平 成8)年 の資源基本計画に端 に基づ き 「資源循環」、 「森林

と人 との共生」、 「水土保 全」の視 点か ら、新 たな森林の ゾーニングが全 国規模 で行われ

る方向にある。

これ ら従来の機能評価 は、木材生産機能や洪水防止機能、水源かん養機 能、山地災害防

止機能、保健休養機 能、生活環境保全機能 な どの観点か ら、客観的(科 学的)に 評価 ・判

定を行 い、機能別 に高(H)・ 中(M)・ 低(L)で 表 して総合評価 を行 うとい う方法が

普通であった。

しか しなが ら、この方法では、 「ある地域 の森林にはこ うい う特徴 を持 っているので、

森林の持つ どうい う機能 を強化すれ ば、よ り地域のアメニティが高ま る」 といった提言 を

必ず しも導 くことが困難であると言 える。

具体的 にい うと、我が国の森林 は数千年 にわたる長い人間 との関わ りの歴史の下に構築

されたものであ り、その結果 としての森林は文化的要素の比率が高かった り自然的な要素

が強かった りとい う風土的特性 を持っている。 しか し、その様 な地域の特性 を丸 める形で

HMLの3段 階 に収敏 させて評価す ることで、計画的 に管理すべ き森林 の具体像が捨象 さ

れて しまっている。

近年 、森林計画へのGISの 導入が進 め られ、デジタルオル ソ航空写真 な どを導入 した簡

便な解析 システムが普及 しつつ ある。 これ らのシステムが全国的に普及す るのはそ う遠い



ことではな く、これ らのシステムを利 用す ることで森林の機能評価 も手軽 に行 えるよ うに

な ることが想定 され る。現状の機能評価 は 「きれいな評価 図を出せ る」 とい う程度の役割

は果 た して も、その地図を見て地域の森林の方向性 を誰 もが想像 できるよ うにはなってい

ない。 しか し、極近 い将来にそれ以上の役割が機能評価に課せ られ る可能性があると考 え

られ る。地域の意志 を反映 させ るた めにGISを 使いたいと思わせ るよ うなイ ンセ ンテ ィブ

を持っ機 能評価手法が今後必要 になって くる。

c必 要 なデー タの取得 法 の検討

上記の点に関連す るが、森林計画策定手法を改善す るためには、現行 のよ うに、森 に出

向いて樹木や植 生を計測す るとい う行為 を中心 としたデー タベー スに基づ く計画だけでは

不十分である と考 え られ る。我が国に既存の各種空間 ・資源デー タベースの活用は もとよ

り、必要があれば新たなデータの取得 をタイム リーに開始 させ られ るよ うなシステムの開

発 が必要であろ う。

どの よ うなデータが必要で、 どの点 については既存のデータベースなどが活用可能なの

か どうか、あるいは現地 に赴 くモニタ リング以外に、新規に どの様なデータを収集す る必

要 があるのかを改 めて詳細に整理す る必要 がある。

この ことは、モ ン トリオールプロセスやモデル フォ レス ト、森林認証な どにも関わって

くる問題 で、森林の持続性を担保す るためのデータ取得範囲、取得方法の再検討 が近い将

来行われ る必要 がある。

d森 林 を管理 す るための 「ネ ッ トワー ク」、 「システム」、 「地域 目標」 の策 定

最後に森林管理のための、 「ネ ッ トワーク」、 「システム」、「地域 目標」の3点 を強調 し

ておきたい。今後都市近郊の森林 を、持続的に管理 してい くためには、 「ネ ッ トワーク」、

「システ ム」、 「地域 目標」か不可欠で ある。

「ネ ッ トワー ク」 とは、森林 を管理す る人々の繋が りのことで、ある意味インターネ ッ

トによる人々のつなが りに例え られ る。ネ ッ トワークは、スケール の違 いによって様 々な

場面が想定 され る。

一番小 さなスケールでは
、森林 を管理 したい とい う個々の一般市民をつなげるための情

報ネ ッ トワークが必要になる。更 には地域の森林ボランティア同士 を緩やかにつなげる流

域規模のネ ッ トワー クや、それ らを更に全国規模でつなげるネ ッ トワークが想定 され る。

また市民団体 に限 らず、行政や研究者 ・技術者、林業家な どをつ ないだ総合的なネ ッ トワ

ークの構 築によ り
、地域 の森林が適正 に管理 されていくことが望 ましい と考え られる。

また、次にこの様 なネ ッ トワー クが構築 された後 には、森林 を持続的 に維持管理 してい

くためのシステムづ くりが重要 になってくる。現在、森林管理 は、第一次産業 を媒介 とし

た人間 との繋が りが薄れ て しまい、持続可能 な利用がなされないまま放置 されている場合

が少な くない。 この様な状況を打破す るためには、新たな関係 を築き上げ、森林資源 を循

環 させ るための 「システム」を構築 させ る必要がある。

更 に、 この様 なシステ ムをつ くりあげた上で、地域の風土に根 ざし、かつ地域の誇 りや

アイデ ンテ ィテ ィとなるよ うな 「地域 目標」の設定が重要になって くる。現在の森林計画



では、除間伐や林道 の整備 目標な どは掲げ られ るものの、地域のアイデ ンティテ ィが どう

い うものでそれ に沿 う森林像が どうい うものであるか とい うことにはほ とん ど言及 されて

こなかった。

(3)終 わ りに

以上、本論をまとめた ことで、観光 レク リエーシ ョンのための森林管理 のあ り方 につい

て、微力 なが ら一定の知見をま とめることができた と考 えている。 しか しなが ら、終-2

でまとめた とお り、今後の課題 について もまだまだ多 く残 されていることが分かる。

今後は、本論 でま とめた成果を もとに、さらなる課題解決 のための研 究を進めてい く必

要が ある と考え られた。
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